
 

令和４年度再任用教職員選考実施要綱 

 

島根県教育委員会 

１ 対象者 

退職時に、県立学校に勤務する教育職員、教育庁及び教育機関に勤務する専門的教育職員又は市町村立学校

職員給与負担法第１条に掲げる職員であって、昭和 32 年４月２日から昭和 37 年４月１日までに生まれた者

（令和４年４月１日時点で満60歳から満65歳の者）のうち、次のいずれかに該当する者 

(1) 令和３年度定年退職予定者 

(2) 定年退職者 

 (3) 定年退職日以前に退職した者のうち、25年以上勤続して退職した者で、次のいずれかに該当する者 

  ア 令和４年３月31日において、退職日の翌日から起算して５年を経過していない者 

  イ 令和４年３月31日において、退職日の翌日から起算して５年を経過している者で、再任用をされたこ

とのある者 

 

２ 職務内容 

再任用教職員は正規の教職員であり、現行の常勤教職員と同様の恒常的で本格的な職務に従事する。 

本人の希望、職歴・資格等を勘案して決定するが、原則として、教諭、養護教諭、栄養教諭、実習助手、寄

宿舎指導員又は主任の職（退職時に県立学校に勤務する教育職員にあっては、県立学校の教育職員、退職時に、

市町村立学校職員給与負担法第１条に掲げる職員にあっては、市町村立の小学校、中学校及び義務教育学校の

教職員）に任用する。 

なお、教育庁、教育機関等において、指導主事等の職務に従事する場合がある。 

 

３ 勤務地 

本人の希望地域を基本とする。 

 

４ 任期 

(1) 令和４年４月１日から令和５年３月31日までの１年間。 

(2) 令和４年４月１日から令和５年３月 31 日までの１年間で、１月以上 12 月未満。ただし、(１)の１年間を

基本とする。 

 

５ 勤務条件 

(1) 勤務形態 

ア 常時勤務（週38時間45分勤務） 

イ 短時間勤務（週15時間30分～31時間勤務） 

 ※本人の希望等を考慮して決定するが、アの常時勤務を原則とする。 

(2) 給料 

県立学校の教育職員の給与に関する条例、職員の給与に関する条例又は市町村立学校の教職員の給与等に

関する条例に基づき、従事する職の職務の級に応じた給料月額を支給する。 

なお、短時間勤務教職員の給料月額については、次表の給料月額に38時間45分に対する１週間当たりの

勤務時間の割合を乗じて得た額とする。 



 

また、私傷病による休職の場合は、給料及び期末手当の１００分の８０以内を支給する。 

ア 教育職 

職名 給料表 職務の級 給料月額 

教諭、養護教諭、栄養教諭、指導

主事 等 

高等学校等教育職 ２級 ２７５，８３６円 

中学校・小学校等教育職 ２級 ２７２，６１８円 

実習助手、寄宿舎指導員 高等学校等教育職 １級 ２３５，３１０円 

イ 行政職 

職名 給料表 職務の級 給料月額 

主任 行政職 ３級 ２５６，６２９円 

※給料月額は、令和３年４月１日現在。 

(3) 手当 

県立学校の教育職員の給与に関する条例、職員の給与に関する条例又は市町村立学校の教職員の給与等に

関する条例に基づき支給する。 

なお、次の手当については、現行の常勤教職員と取り扱いが異なる。 

ア 期末・勤勉手当 ２．１５月分（期末手当１．２０月、勤勉手当０．９５月） 

イ 支給しない手当 

(ア) 生活関連手当（扶養手当、住居手当） 

(イ) 人材確保を目的とする手当（特地勤務・準特地勤務手当、へき地手当・準へき地手当） 

(ウ) 退職手当 

ウ 短時間勤務教職員が減額調整される手当 

(ア) 通勤手当（勤務の状況に応じて減額） 

(イ) 時間外勤務手当（正規の勤務時間と時間外勤務の時間の合計が７時間 45 分までは、勤務１時間につ

き勤務１時間当たりの給与額に１００分の１００を乗じて得た額） 

※期末・勤勉手当の支給率等は、令和３年４月１日現在。 

(4) 休暇等 

県立高等学校等の教育職員の休日及び休暇に関する条例、職員の休日及び休暇に関する条例又は市町村立

学校の教職員の給与等に関する条例に基づき付与する。 

なお、短時間勤務教職員については、勤務日の１日当たりの平均勤務時間数を１日とする。 

また、次の休暇については、現行の常勤教職員と取り扱いが異なる。 

ア 私傷病休暇  90日以内の期間とする。 

イ 年次有給休暇 短時間勤務教職員の場合は20日を超えない範囲で勤務時間・日数に比例する。 

≪参考≫ 

令和４年３月 31 日に退職、その翌日の４月１日に再任用教職員となる場合の４月１日から12 月 31 日ま

での年次有給休暇日数は、令和４年１月１日に付与された日数から令和４年３月 31 日までに取得した日数

を減じた日数とする。 

(5) 服務等 

服務、分限・懲戒、研修、災害補償等については、現行の常勤教職員に準じる。ただし、育児休業（部分

休業は除く）、外国の地方公共団体の機関等への派遣は適用除外とする。 

(6) その他 



 

共済組合、互助会については、常時勤務教職員のみ加入する。（短時間勤務教職員は、厚生年金保険、健康

保険、雇用保険の加入基準による。） 

 

６ 選考 

地方公務員法第15条の規定に基づき選考を実施する。 

(1) 選考実施時期 

令和３年11月下旬～12月上旬（予定） 

(2) 選考基準 

ア 退職前の在職中における勤務成績が良好であること。 

※令和３年度再任用教職員については、令和３年度の任期における勤務成績が良好であること。 

イ 選考対象職務を遂行する能力・資格があると認められること。 

ウ 退職後も再任用によって引き続き勤務する意欲があること。 

エ 健康状態が良好で、再任用の職務に堪え得ること。 

(3) 選考方法 

書類審査 

(ア) 再任用教職員選考申込書 

(イ) 再任用教職員に係る意見書等 

  ※状況に応じて面接を実施する場合がある。面接対象者に対しては、11月中旬に別途通知する。 

 

７ 提出書類及び手続き等 

(1) 現在、県立学校に勤務する教育職員、教育庁及び教育機関に勤務する専門的教育職員又は市町村立学校職

員給与負担法第１条に掲げる職員（非常勤を含む） 

提出者 提出書類 提出先 提出期限 

申込者 再任用教職員選考申込書（様式１） 所属長(注1) 令和3年10月20日（水） 

所属長(注1) 再任用教職員に係る意見書（様式2）(注2) 

※様式１に添えること   

学校企画課長 令和3年10月29日（金） 

(注1)申込者が、小学校、中学校及び義務教育学校の校長の場合は当該市町村教育委員会教育長をいう。 

(注2)申込者が、県立学校の校長である場合は提出不要。   

 

(2) (1)以外の者  

提出者 提出書類 提出先 提出期限 

申込者 再任用教職員選考申込書（様式１） 

教員免許状の証明書等(注3) 

学校企画課長 令和3年10月29日（金） 

(注 3)教員免許状の証明書等とは、授与証明書又は普通免許状の写し（コピー）及び更新講習修了確認証明書

の写し（コピー）をいう。    

  ※島根県教育委員会において授与された普通免許状については、教員免許状の証明書等の書類は提出不要 

※免許状記載の氏名や本籍地に変更がある場合には、変更を証明する書類（戸籍抄本等）を添付すること

  

   



 

８ 選考結果 

(１) 令和３年12月に申込者全員に対し選考結果を通知する。 

(２) 選考の結果、令和４年度再任用教職員候補者名簿に登載する。名簿の登載有効期間は、登載された日から

令和５年３月31日までとする。 

 

９ 問い合わせ先 

教育庁学校企画課人材育成スタッフ（０８５２－２２－６８９４） 



（様式１） 

令和  年  月  日 

島根県教育委員会教育長 様 

所  属              
ふりがな              

職・氏名              

再任用教職員選考申込書 

 令和４年度再任用教職員選考実施要綱の規定に基づき、下記のとおり再任用教職員として勤務するこ

とを希望します｡ 

 

１ 申込者の状況（記入必須） 

職員番号(退職時) 
※Ｒ3 年度再任用者は再任用時の 

あ職員番号を下段に( )書きで記入 

 

 

職名(退職時) 
※Ｒ3年度再任用者は再任用時 

あの職名を下段に( )書きで記入  

 

 
生年月日 昭和  年  月  日 

退職(予定)年月日 
※定年退職(予定)日又は定年 

あ退職日以前の退職日を記入 
※年号はどちらかを○で囲む 

平成 

令和 
年  月  日 

現所属等連絡先 
電 話 番 号 

(    )     ‐       

自宅等連絡先 
電 話 番 号 

(    )     ‐       

[携帯]    ‐    ‐     

教育職員免許状 

(高１数 等と記入) 

   

   

免 許 ･資 格 等 

(運転免許を含む) 

  

  

現 住 所  

退職後の居住予定地  

 

２ 勤務についての希望（記入必須）  

職  務 

項目 校種 教科(科目) 理由 

第１希望    

第２希望    

勤務地域 
第１希望  

第２希望  

勤務形態 希望を○で囲む 常時勤務 どちらでもよい 短時間勤務 

※原則常時勤務とし、県立学校退職者は県立学校、市町村立学校退職者は市町村立学校勤務とします。 

 

３ 行政機関勤務についての希望（経験者のみ記入可（社会教育主事は市町村立学校退職者のみ）。希望を○で囲むこと。） 

希望する    希望しない 
※左欄で「希望する」者は、希望する職を○で囲むこと。 

指導主事  ・  社会教育主事 
 

４ 健康状況（記入必須） 

健 康 状 態 
※１～３のい

ずれかを○

で囲む 

１ 良好    ２ やや不良   ３ 病弱  ※２又は３の場合、下記を記入。 

既往症・持病等病名 療 養 期 間 

 自  年  月  至  年  月 

 自  年  月  至  年  月 

 

５ 自己アピール（知識･経験等） 

 

 

 



（様式２） 

令和  年  月  日 

島根県教育委員会教育長 様 

所 属 長             

職・氏名             

 

再任用教職員に係る意見書 

 

再任用教職員 

選考申込者  

職名(※) 氏名
ふりがな

 職員番号(※) 

 
 

  

※令和３年度再任用者は、再任用時の職名・職員番号を記入 

 

 上記の令和４年度再任用教職員選考申込者の勤務状況等については下記のとおり意見を提出します｡ 

勤 務 状 況  

 

 

 

 

 

 

活用できる  

知識・経験等 

 

 

 

 

 

 

勤 労 意 欲  

 

 

 

 

 

 

健 康 状 況 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 

 

 

 

 
 


